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序

昭和47年度に秋田城跡発掘調査事務所を設置してすでに 5年を数える。その事業量は、総額38，1

50千円余、調査総面積9，848m 2 (第 5次~第20次)におよぶ。

調査の内容は、現状変更許可申 1清等に伴う事前緊急調査、および、未調査地における予備調査で

あったが、基本的にはあくまでも秋田城の性格を把握することに力を入れてきた。

その問、国 ・県ならびに各関係機関、また、多くの学識経験者各位から寄せられたご指導ご援助

らには、地元のかたがたのご協力に対し、深く感謝申しあげるしだいである。

特に、宮城県多賀城跡調査研究所からは発足当初から全面的な ご協力を仰 ぎ、以来、懇切なご指

導ご助言のもとに順調に成果をあげていることは、まことに感謝に堪えないところである。

第二時期を迎える本調査は、さらに、遺跡全体の構造的な面の解明にも遂次力をそそぐ所存で、

長期にわたる調査計画を進めているところであるが、今後とも大方のご指導ご協力を切にお願い申

しあげ、本事業がさらに進展することを念願するものである。

慨報は51年度に実施した調査結果をまとめたものであり、これが古代城柵研究等の資料として

広く活用されるばかりでなく、秋田城跡の保護対策の一助となれば、まことに幸いである。

昭和52年 3月

秋田市教育長佐 藤博之
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I 調査の計画

昭和51年度の調t¥は、 今年度までの調査成果を踏まえて外郭線の追跡調査と昨年表土象IJぎの段階

で打ち切った第18次調査、そして現状変更許可申請による二 ケ所の調査を実施した。

調1年代は、幸L、前年度の300万円刑制の国庫補助の内示 (総事業狩1，100万円のうち、国庫補助傾

50%、りよ'此補助1紅i25%、市負抑制25%)を得、さらに宮城県教育委員会の特段のご配慮と多賀減跡

調子主研究所の継続指導を得ながら別表の如 く実施計酬を立案した (表 1)。

表 I 発鋸調査計画 表

調査次数 調 査 地 区 発掘面積ば(坪〉 調査 実 施期間

第 18 次 鵜ノ木中央部 1.157 rre (350) 4月 11日--7月10日

第 19 次 西外郭線北端部(焼山) 496 m2 (150) 7月11日.........8月31日

第 20 次 南外郭線中央部(大小路北部) 662 rre (200) 9月 1日.........11月15日

第18次調有地は、昭和34年~37年の国営調査で四天下寺跡に推定されている地|天である。 前調

地区の一部再発掘と新たにその北側を調査し多数の遺構を検出した。

第19次調査は、商外郭線の北 コーナーを確認する日的で実施 したが、逃椛面が4mと予想以上に

深く、また遺構重復による数川の実視IJ図作成のため大幅な期間延長を余儀無くされた。また第19次

調査地に接近して住宅新築に伴なう 緊急調査があり、第19次調査と併行して第20次A調査を約 2週

間実施した。第20次 B調査は、同じく住宅新築に伴なう緊急調査で、住居跡とその他の遺構を検出

した。上記のように第19次調査の調査期間延長、さらに 2ケ所の現状変更による緊急調査を実施し

たため、当初第20次調査として計画した南外郭線中央部 (大小路北部)の調査は来年度以降の調査

に組み入れられることにな った。

尚、昭和51年度の実施状況はつぎのとおりである。

H 調 施状況

調 査 次数 調 査 地 区 発 掘 面積m2何 調 査 期 間

第 18 次 鵜ノ木中央部 1692m2 (512) 4月12日.......7月 1日

第 19 次 西外郭線北端部(焼山) 491 m2 (148) 7月 2日........11月 5日

第 20次 A 焼山西部 76m2 ( 23) 9月24日........10月 6日

第 20次 B 鵜ノ木西南部 162m2 (49) 11月 8日........12月 4日

その他、 12月には、第19次調査地の埋め戻し、機材の整備作業を行ない、出土遺物は、年聞を通

じて整理作業を行なった。
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E 第 18次発掘調査

1 ) 調査経過

第18次調査は、寺内字鵜ノ木中央部を対象として、 4月12日から7月 1日まで実施した。発掘

杭は約1，692m 2 (約510坪)である。

調脊地は、周囲より 一段高位にあり、東外郭線の東方約100m ~こ位置する。 H円相135年~37年の

常調査では、掘立本1:建物が検出されその配置、出土造物から天長七年正月条「大地震動。響如lニ雷逗-。

登時城郭官舎n四天王寺丈六{弗像。四王堂舎等。皆悉顛倒。 J (頬衆国史)に見える「四天 E三千」

跡と推定されてし、る地区である。また、同種遺構が二時期あり、東側を第 1次、西側を第2次四

ー跡と考察されている。そこで本調査は東側の第一次とされている地区を一部再発掘し、さらにそ

の北側に調査地区を延長し、付属建物とその性格を究明することを目的に実施した。

4月12日から草刈 り、グリッド設定を行なった。 15日から30日までは前向調査地区の再発掘を行

なった。その結果、新たに掘り方が確認され、前調査で講堂跡とされていた掘立性建物は、時期 ・方

位の異なる 3~ 4 棟が重複する建物跡であることが判明した。また、 26 日 ~30 日には 、 前向発胃a の

第2図第18次調査周辺地形図

?.t.10m 
l1 1 1 I I I I I I I 
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招り方も含めて新たに4棟の建物跡が検出された。そのうち 3棟は、 2問X3聞の同方位を呈する

同棟、他の 1棟は円形侃り方で3間X4聞のやや東に偏した南北棟の床張りの建物である。

30日からは、 北方rt'Jに点十.長IJぎを開始 した。 5月6日の段階では、後世の土取り穴と思われる大

な 2ケ所の消ち込みと、 MA.8-77グリッドで丙から北にIrl:角に折れ曲がる古い溝を確認しTι。

1811まで}{L: ~IJ ぎと平行してフラン確認作業を行な っ た。 M8 -MIー75-80の間では、 フランが蛇

行する照同色の/高ち込みが見られ、西側が特に厚く 堆積している。また黒褐色土か ら掘り込まれ

た作10-50cm~J~の据り方が無数に確認された。 MH -75-80では、黒補色土を切 って東西に走る 巾

約 1mの稀を確認した。

19日-21日は、ほぼ全域の表土禁IJぎを終え精有したところ、黒褐色土の法ち込みは西側に自然、傾

斜する地形と、 一時期占い下層ill備にJ点土した幣地層であることを確認した。またその黒褐色土整

地用から掘り込まれた無数のれ穴群は、小柱穴昨そしてあきらかに掘り方と判別できる比較的大き

めのれ穴に分類できた。その後者は、東西4問、南北5聞の床張りの建物であることが判明した。

に調子千地の最北端では、半円形の井戸状落ち込みを確認した。MA・Bー 77で確認してし、た直角に

折れ曲がる紺I¥，、構は、西側で黒褐色土整地層で覆われていることが判明した。 22日からは、整地層

より煽り込まれている小村穴の再精責と掘り下げを行な った。その結果、小村穴群は大きく 三 ブ

ロックに集中していた。24日には、最北部で検出した井戸の掘り下げが床面まで達した。西側の井

戸は断面形がロ ー ト状、東側の井戸はほぼ円筒状を呈 し、底而には三隅 (1本は検出できなかった)

に加仁角材を矧め込み、さらに納穴を聞けて四本の横木が組まれていた。埋土には、瓦 ・石皿と少

の土掠片が混入している。

27日からは、小れ穴の据り下げと前述の井戸の全容を明確にするため北側に 9mの肱張を行なっ

た。 しかし、井戸以外は小村穴が数個確認されたに過ぎなかった。 6月 1日は、完掘した井戸、整

地層而の小林火併の写真似影を終了した。 2日-7日は、幣地層面での泣り方実測と各断面実演IJお

よび写真船影を'夫r施した。

6月8日からは、整地!習を除去し下層面の逃構検出作業を行な った。MA・Bで確認されていた溝

は、西に直線的に延びてし、た。 また溝の北側には、方形の掘り方が新たに6個所確認された。MF-76

・77で確認された法ち込みは、掘り下げた結果南北に長軌を有する卵形の住居跡であった。 10日、

住糾跡完据。整地層をほぼ除去し得た段階で、不整形あるいは惰円形の土拡を 9基確認した。ほと

んどが切り介い|期係にあり 、出土造物が少なく、また床商、形状とも規格性がなく性格については

不明である。17日から西側の最も低い自然傾斜地の整地層を除去したが遺構は検出できなかった。

19日、さらに南方に精査した結果、 LR、LT-80で3個の掘り方を確認したが、この掘り方は発

掘医外に延びる南北 2問、東西数間の建物跡 と考えられた。

23日-25日まで再度泣り方を設定し、全遺構の実視IJを行な った。 28日、写真版影、掘り方断ち割

りを実施。井戸の写真版影の際、清掃したところ南西、南東隅 2本の立杭外側に矢板と考えられる

-5-
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板材の断片が退存しているのを

確認した。 7月 113には、すベ

ての実側、 写真版影を終え、調

査を完了した。

なお、 5月 7日には18次調査

の中間記者発表、 6月26日は

般市民を対象とした現地説明

会を開催した。

2) 発見遺構と出土

遺物

第18次調査で発見した遺構は、

掘立件建物跡、住居跡、井戸跡、

溝、構状土;広、ピット群である。

調査地区南半部における建物跡

の掘り方は、前回の国営調査で

発掘されてし、るため新たに検出

された掘り方以外の性痕跡は認

められなかった。図示した杵痕

跡は、国営調査における図面に

ょったものである。

58257建物跡

(第 4、 6図図版 3) 

S8257建物跡は、東西棟 2間

X4聞の掘立件建物跡である。

桁行方位は、西で南に約 1度30

久 対応尽ミぷ蕊蕊込ぶぶミミ -

N YN1 欄熱闘 ~C
o 3 

北半部実測図
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分程振れている。西北 3個の掘り方以外は、国営調査で発掘されており柱痕跡は残存しない。掘り

方平面形は、約1.2m-1.6mの長方形を呈するものが多くその長軸は一定しなし、。深さは約60cm

ですべて赤褐色ローム面から掘り込んでいる。埋土は、黄白色粘土ブロックと明褐色粘土が互層をな

す。
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SB262 
で南れている。南北 2間×東西 2間以切断

に 6度30分振れてし、る。北列の掘り方は、北で

掘り方平岡形は、径60cm ~70cm の不整円形、

4.00 

は約30cm程で、その埼する。深長方形をー

3.46 3.32 
である。は柔らかし、赤褐色粘

SB263 

2 ) 図版6日(第 4、跡物58261建

8261建物跡は、 北側を後世に削平されてい

×東西 3間で東西列の掘り方る。南北 1間以

3.60 
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径70cm ~80cmのほぼ円形に近い。深さは
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約30cm .fJt!.イ( し 、 その Jtl~ 1-. は A:. N~ 色 *r' j 1--、抗白色料j1-. 

の厚い互層をなすが比較的柔らかい。

58262建物跡 (第 4、 6凶)

B 262ill物跡は、 東l川陳 211'd>く311¥1の損!立柱建物

跡である。 桁行)J(立は、@で・|何に121支振れている。

繍り ノ7はすべて |吋 'I~;{;調 作.の段階で発御 さ れ て おり 十1 :

痕跡、は伐イが しなレ。掘 り方のギI(II形は、作80cm- 1 

mの方形または長方形を出す。

58263建物跡 (第 4、 6図図版 2、 3) 

B262ill物跡銅 り方が一部重複 している東西棟で

211nX311¥1の侃立Hili物跡である。東挺11¥:13 f同の掘

り方は新たに検出 したものである。桁行方位は、

で南に10度30分娠れている。 掘 り方平面形は、径 1m

-1.2 mのほぼ方形を呈する。深さは50cm-60cmで・

その埋土は、 色粘土と褐色粘土が厚い互層をな

してし、る。 SB262建物跡との新旧関係は不明である。

58264建物跡 (第 4、 7図図版 3) 

B 264ili物跡は、SB257、262、263建物跡と重複

する市北棟で 3n\~x 4問の掘立件建物跡である。桁

行方位は、北で東に 7度30分科振れている。掘 り

平間形は径40cm-50cmの円形である。深さは約50cm

で、 その坤.士は亦制色 *，~十.である 。

58265建物跡 (第 3区1)

B 265ill物跡は、|判北 2問×東内 1間以上の掘

十1:建物跡、である。南北列の据 り方は、北で東に 8度

30分振れてし、る。煽 り方平・而形は径30cm-40cmの円

形 または長方形をIAする。
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58266建物跡 (第 5、 7図図版4、 5) 

B266建物跡は 211¥J>く21品!の侃立性建物跡である。南北列掘 り方の方位は、北で西に 8度20分振

れている。制り }j~i. l (J i Jf手は伐40cm-60cmの円形または長方形を民する。深さは約30cm-40cmで-その

埋土は比較的柔 らかし、褐色土である。杵.痕跡はあまり明確に判別でき得なし、。SB267建物跡掘り方を

切ってい 'GJ。

58267建物跡 (第 5肉図版4、5) 

B267ill物跡は、東l川陳 111¥1 >く 4間以上の細長い掘立件建物跡である。桁行方位は、liEjで・市に11

J立40分振れてレる。掘り方、f-lflH砂は径80cm-1 mのほぼ方形をlAする。深さは約40cmで、その珂士

は柔らかし、褐色土である 。 東から 3 列目以降の掘り方は、 黒制色牧J也陪が~Û っ ており上而では確犯で

なかった。 よってSB266iJ!物跡より古い時期の築造と言える。

58268建物跡 (第 5、 7図図版 5) 

B268ill物跡、は、県神J色幣j也屑IflIで小十1:穴昨と共に検出されたl村北煉4問X5間の掘立朴正Ii物跡

である。他の小十七穴(ry，と比較ミして掘り方規模がやや大型である。すなわち平而形は径30cm-50cmの

ぎ円形で村:痕跡もかなり明確である。傑さは、約25cm-60cmでそのがTI七は制色十.、黒制色土で・あ

まり l唱くしま ってL、なL、。桁行の方位は北で阿に 4度30分振れてし 、る。

51 001住居跡 (第 4 図版 3) 

いillif;発掘で調H済みである。東丙 4m、市北 5m の i有北に長い長方形と考えられる 。 住)~.壁の保

存状態が忠 く、 5cm-l0cm残存するにとどまる。東壁南寄りに焼土痕跡が残っておりカ マド跡と推

定される。十1:穴は作 しない。

51002住居跡 (第 4図)

1001住府跡同除、昭和35年第二次調子干.で検出 された。調査概要によれば 「小形のカ マド跡が発

れ、焼十.とともに十数個の土師以片が見出されたが、これはこの建物の廃絶後に設けられたも

のと思われる」とあって住川跡 とはされていない。図両では規模 ・形状はあき らかでなレ。

51 289住居跡 (第 4、8図図版 6) 

川、制色幣地用によ って極れている。平面形は、南北に長く 北側が細い卵形状を呈する。カマドと

考えられる明確な遺構は確It包できなかったが南壁際に焼土、炭化物、粘土ブ ロックが多量に堆積し

ていた。壁は内IJ平が符し く数センチの高さしか遺伴しないの柱穴およひ'周溝等は確認で‘きなかった。

南壁の一部は、後述する土拡と重複していたがプランの観察から住居跡が土拡を切っていることが

-11-
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判明した。 造物は、床面、焼士付近から亦補色土株杯、七師抹茶、瓦片、鉄製品が出土した。

SX271溝状土地 (第8図図版 6) 

SI289住居跡の東側で住居跡と重複して検出された。両者の新旧関係は、住居跡が新しし、。平面

形は細い構状を呈し、上面から 50cm程下がった部分からさらに底面に至る。 規模は、 上面

での長軸3.9m、中段での長軸4.3m、上面最大巾60cm、深さ 1mである。中段より下部は、巾15cm

程で人聞が入って掘り上げることは不可能である。

出土遺物は、埋土内より縄文後期の土器一片が出土した (第 9図ー11)。

SI 289住居跡出土遺物 (第 9 図版22)

1 ~9 は床面から、 10は埋土から出土した。

赤褐色土器 1、 2は、 ロクロ成形され二次調整を施さなし、、回転糸切り痕を有する赤褐色土器で

つ臼



ある。 2は、体部外l両に粘

紐と思われる沈線状の凹

がみられる。

土師器 3は、!大j商黒色

処理の施された蓋で、ある。

ツマミ 取り付け時の調整痕

が肩部まで及ぶ。切り 離 し

は不明である。 4は、赤補

色を呈し輪積み痕が明瞭に

残る円筒状土器である。底

部の粘土板に 6 ~ 7 段の粘

紐を積み、接合部を指で

わずかにナデる程度の整形

である。

須恵器 10は、四分の
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ラケス;リを施している。

しか追存しないが短頚の小査と思われる。全体をロクロ成形した後、胴却下端を横方向に手持ちへ

鉄製品 5は、 長さ19.2cmの釘で-ある。断面は 0.9cmのほぼ方形を呈する。上端は一方向に曲折

している 。 6~9 は、鉄鉱である 。 6 、 7 は 3 本の鉱が銃着する。断面はすべて角形を呈 し完形!?I

はなレ。

SE269井戸跡 (第10図、図版 7、 8)

調査地の北方で検出された井戸跡で‘ある。平面形はほぼ円形で、断面は上部がやや広がっているが

ほぼ円筒形である。内部施設は、上面よ り1.7mの所で‘側組みの一部と思われる材を確認した。 北東

隅を除く 3本の直立する角材とそれに直交する 4本の厚い板材である。 3本の角材は、それぞれ横木

を受ける納穴が段違いに 2面に切られてし、る。また角材の上部は削られて先端が尖っているが下端

は平坦である。従って底面に設置する際は、角材の置かれる地点をあらかじめ掘るか、あるし、は組

んだ側を単に置し、たものと恩われる。四本の横木の遺存状態はあまり良好ではないが、厚さ約 3cm 

巾約5.5cm、長さ83cmを計るから、一辺が約83cm程の井戸枠と考えられる。また精査の結果西南、東

南両隅で角材に接して直立する厚さ約 1cmの板材を検出した。従ってSE269井戸は本来、 4本の

する角材とそれに直交する横木、そしてそれの外側に厚さ 1cm の板材を矢板状に打ち込んだもの

と考えられる。



SE269井戸内出土遺物

(第11図凶版 8、22)

井戸側組み内からは、須恵器

少片と石皿が出土 した。

1は、須恵山鉢倣JIである。

ロクロにより幣形されており 、

内面に数条の浅い沈線がみられ

招鉢の可能性も考えられる。 2

は、右ー肌の残片である。 行質は

凝灰岩である。

SE270井戸跡(第10図図版 9)

ハ、、制色幣地層面で確認された。

E269片・戸の阿側 2.5mに位置

する。平岡形は凹凸のある円形

で、上両から約70cmまではやや

すぼま って傾斜しその下段はほ

1 (1-104) 

2(1-117) 
o 5 10CM 

第11図

S E 269出土遺物

ぽ車直くが底面に至る。底面は平坦で内部施設はもたない。上而周

囲には、井戸に付随する建物のれ穴と考えられる ピッ トが 3~4

個検出 された。 土壇土はni''j'褐色土、黄補色砂と多量の炭化物、 焼

が混入していた。坤.土は全体的にブロック状を呈 し、自然堆積で

はなく廃絶後怠識的に用められたものと考えられる。

SK277~ 283 土地 (第13図 、 図版 6 ) 

ハ日帰色土整地層下より 7息の土拡跡が検出 された。各々重複が

認められるが、時期差 とし、うよりは、短期間の作業課程による切

り合いによるものと考えられる。平面形、深さはそれぞれ異なる

が、いずれも不整形でl画一性はなし、。そのう ちSK279土広は、底

に接して炭化材が検出された。 形状、量また壁面からみて上部

構造の落ちたものではなく、後から投げ込まれた炭化材と考えられ

る。埋土から数点の瓦片が出土 している。 SK281土鉱は、検出

れたうちで厳大かつ;最も深いものである。壁はなだらかで、床両

はかなり凹凸がある。SK282よりも新しL、。埋土からは、土師加

須恵加が出土した。

-14-
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SK281土地出土遺物 (第14図、図版22)

1、 3は床面から2、4は即ー土から出土した。

土師器 1は、ロクロ成形の黒色処理を施さない丸

底を呈する土師器杯である。内外面、特に内面口縁部

付近には油開状の黒色物が厚く付着している。 外商部

には粘土紐の巻き上げと思われる沈線や割れ口がみら

れる。

須恵器 2は、灰白色を呈する須恵総杯である。 ロク

ロ成形を施し、切り離しは回転へラ切りである 。 底部

に思~予がみられるが、判，流不可能である 。 3 は 、 灰

色を呈する須恵、以短頚管である。 ロクロ整形痕が明l僚

であるが、外面には、巻き上げ成形による粘土紐接合

部がみられる。少J¥ーであるが図上復元したものである。

石製品 4は、両面に 2個の凹みを有する凹石であ

る。石質は泥岩である。

SK283土地出土遺物 (第14図 図版22)

一拡均土の上両'から出土 した短頚査である。成形は、

頭訓と 肩部、胴却を各々縫合しロクロ格形したもので

ある。胴部中央部から下端にかけては、横方向、底部 第13図 O 

は一方向への手持ちへラケズリが施されている。色調 土i広群

は黒褐色を呈する。

5D272溝跡

(第 3図図版 5) 

日目偏色整地層を除去した段

階で検出 された。 SB267建物

跡 と同じ東西方向に走り 、東

の部分で北に直角に折れ曲

がる。当初SB267建物跡の雨

法ち溝と考えられたが、西側

では同掘り方が稗を切ってお

り建物跡が新しし、時期である

ことが判明した。

¥主-J
、とす子 ~

弓
ε三三三3
。 5 

3 6M 

10CM 

1 -4 S K281 
第14図 出土遺物

5 S K 283 5 (1-102) 

円。



5D274溝跡 (第 3図図版 5、 9) 

東西に走る構で黒字}~色幣地層から掘り込まれている。 SA288小村:穴群を切 っ ており最も新しい時

期の構である。坤[--1:.ーからは瓦、 I専、亦制色土山片が出土している。

50275、276溝跡(第 3図図版 9)

黒褐色整地層から掘 り込まれている東西に走る溝で、SD274溝、 SE269井戸によって切られてい

る。

50284溝跡 (第 3図)

表土を除去した段階で-地111ローム面から検出された。東西方向に走る溝であるが両側は後世の

削ヂがあり現存しない。

5A285ピット群 (第3図)

発期区外の何側に延びるピッ卜群と思われる。大部分は国営調査で・発掘済みで・あるが、その規模

性怖につレては不明である。

5A286、288ピット群 (第3図図版 5) 

ハ両尚色幣地層から掘り込まれている小林穴群である。掘り方は、径10cm~30cm程の小件穴で、部

分的に集中する傾向がみられるが、多量に検出されるため建物の規模を把握するには至らなかった。

5A287ピット群 (第3図図版 5) 

地山ロ ーム面で確認された。柵列あるいは建物の一部とも考えられるが、東側は未発掘のため規

模、性格については不明である。掘り方は、 径30cm~50cm程で・朴:痕跡の部分には黄白色粘土が混入

しているものもある。

3) 各層の出土遺物

表土層出土遺物 (第15図 図版22)

須恵器 lは赤褐色を呈する須恵以杯である。ロクロ成形によるもので、底部には回転へラ切リ

後のナデ痕がみられる。体部には粘土組と思われる斜方向のヒビ害IJれが認められる。

赤褐色土器 2はロクロ成形による高台を有する赤褐色土保である。内面には、厚さ O.5mm程の

…色炭化物が付清してレる。高台上部には、 一直線上に径 6mmの穴が 2個穿れている。

石製品 3、 4は砥石である。石質は 3が砂岩、 4は緑色凝灰計である。 5は両面を剥離した

司

t



未製JIltlで-ある。イi質は頁れである。

整地層出土遺物 (第16凶 図版22)

県焔色幣地層からは須恵山、Jíミ尚色 -c. ~:~小片と磨

製イーi斧が出七した。

赤褐色土器 1はロクロ成形による二次調較を施

ない亦制色ー1-:r.:~である。再火熱を受け部分的に赤

褐色、黒色に変色している。内外商の一部には黒色

炭化物がみられる。

石製品 2 は謄製イ i斧である。発掘 Ix~西側の自然、

傾斜する市分で幣地層と最下府である育灰色fl'i土層

との岐点から出十.した。刃却が欠損している。石質

は砂質の凝灰軒である。 (小松

皿第 19次発掘調査

1) 調査経過

1 (1-108) 

3 (1-12ω 

庁文
2 (1-109) 

4 (1-119) 

egt4二;6(l-m-Yilf1ふ:会 J二、
快~~ "~宗万J月?三:?、 、
5 (1-121) マーコÍ-;:~':': 剛 (バ)

。
第15図表土層出土遺物

第16図

整地層出土

第19次発掘調奔は秋問市寺内字焼111を対象として実施した。調査地域は

1 (1-103) 

昭和49年度に実施した第14次調杏.地より北に約 100m程の所で、西に1mく

科が深く入り込んでおり、この谷をとりまき際高40m程の丘陵がまわって

レる。調在地は行と丘陵の斜面部であり、畑地と 山林にな っている。調査地西側は広範囲な畑地で

ある。

調査は第14次調脊.で検出した丙外郭築地線の延長上であり、第 1に丙外郭線の確認、さ らにはこ

の地域が秋問城外郭北西コーナ一部にあたる場所と推定されていたので、このコーナー却を確認す

ることを主 円的として実施した。調査期間は 7月 2日から11月 5日までの約 4ヶ月で、調査間前は

約 500m2 (約 151 Þ1~ ) である。当初の計l珂は 2 ヶ月の予定の調査であ っ たが、思いのほか深く、最深

部では表土より遺構面まで約 4mもあり 、大巾に調査期間が延長された。

7月 2日に現場にテ ント を移動し、下刈り作業に入り、同時にNo.8基準点より任意に埋め込んだ

杭までのトラパース測量を行なう。 X=-249.609m、Y=68.015mの杭を基準に真北にのせて発掘区

域に 3mX3mの グリット・・を設定する ( 7月 5

ゆく大グリッド (9mX9m)方式で南側より

。 3mX3mのグリッド 9つを同時に発掘して

剥ぎ作業を開始、 7月19日までに、約 333m
2の

最IJぎ作業を終 fする。表土と第 2層黄褐色土を除去すると 、築地崩壊土と思われる赤、黄褐

口。
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色京I'i土、築地本体の一部と思われる粘土が確認されたが、築地はこの段階ではどういう方向に走る

のか不明であった。そこで築地を明確にするためと、土層を観察するためにPDライン、PGライン

こ東四にトレンチを設け、地111黒砂層まで掘り下げて観察した所、 基底巾 2m強 (約 7尺)、高さ

約 2.1m科の築地が若干丙によ って北丙方向に走ることが判明した。同時に南側では崩壊土商を精

査した所、 グリッド東側に南北に走る SD294を検出した (7月19日)。 トレ ンチの北壁断面図作成

とSD294を完繍し、 平板による平面図作成を行な う。 また谷部では中央部に掘り方を検出する (7月

23日) 0 7月26日より発掘lヌ.を西側に拡張して、 表土奈IJぎ作業を 7月29日まで‘行ない、精査して築

地本体と、先に検出した掘り方と対になる掘り方を検出する。全体で 1問X2聞の掘立村:建物跡で

ある。さらに発掘IX:北側斜而却に鉱張するために樹木を伐採し、新たに グリッドを設定し、表土豪IJ

作業を行なう (8月 3日) 0 SB290掘立れ建物跡、SD294は写真蝿影を行な う。 発掘灰全体を精

子モし平げII(11.)に築地を検出した。また築地内外の崩壊土掘り下げを同時に行なった。 SB290は断面図を

作成して、平板により平面図を作成した後に完掘する。築地崩壊土はかなり深く、外側では 2.5m 

程あり、地III黒砂層まで下げる。内側 (東側)では崩壊土を約 1m程下げた所で-瓦層にあたり 、こ

の前で・瓦層を表わして行く。 また築地上を切って走る溝 (SD292)を約20cm程掘り下げる。埋土内

に80cm~ 1 mの間隔でピットが確認される。この段階で外側では寄れと思われる掘り方を検出、ま

Q
d
 



iI1十
∞
 

N
一

C 

B 

A -

o =--~ーー〕

I 110M 

第18図第19次発堀調査発見遺構図
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た内側では瓦陪e上l白1の崩壊土と築地本体のー却を切って寄付 と思われる掘り方を検出する。この掘

り方は 日j明11のものと考えられる (9月 7日)0 9月 8日に発掘医の谷部で附渠排水溝を検出する。

11fT渠はこの段階では内側は未確認であった。 外側の部分を、断面図、写真版影を行なった後に完期

する。花行してこの間崩壊土を掘り下げる作業を続けて、外側で-寄付の検出、内側では瓦層を表わ

し、第 1r11111の平而図を平板によ って作成する。築地は北側斜面部ではS0292・293によって壊さオL

また内IJ>y.されており 一部不明であるが、 |有から北西に孤状に伸びている (10月6日)。この間10月

2円には現地説明会を開催 し、参加者約 100名と好評であった。平而図作成作業は10月8日まで行

たい、統L、て 1判官!lJより瓦をとりあげて、 1il冒下を据り下げて行く。谷川lでは瓦府下の士層は灰色粘

質士であり 、斜l而却は黒制色砂層である。令:1而にわたって瓦をとりのぞき瓦層下を地111砂まで招り

Fげて料作する。 lIi'i-渠排水1，:..1の木綿の部分を検出、またがJ3 m程の|間隔で寄付と忠われる掘り方を

検IUする。1im下部の灰色十ーの中より 、丸底風でへラケズリのある須恵加や、有段内黒十.師以杯等

が出土 してL、る(10月20円)。寄付を招りあげ、断l雨図を作成して写真御影を行なう。 10月20日よ

り最終段階の干前i凶作成に入り 、同IJ存に発御1.:><:令:域の精ffを行ないS0292の!析而図、新たに検出し

た寄付の凶げriを作成する (10月26日)。 遺構の全景 写真、 部分写真を服影して 11月 5日に全

作業を終 fす.'"。

2) 発見遺構と出土遺物

SF290築地 (第18、19、20 図版11~ 13) 

築地は令ー長42mにわたって検出した。北丙方向に走り、 北端部でわずかながら東にまがって行く

係相を日:する。このこ とは寄付の痕跡、士層断l耐に観察される若干の築地版築によ って確認された。

)~底巾約 2 m強 (約 7尺)、最も泣存の良好な部分で尚さがJ2.1 mを測る。情築方法は、最初に|

ぷ寸:と忠われる黒色砂!再1mに築地法!底却を厚さ約50cm引に黒色砂、員削色*I'j士で皮く版築を施す。

その際に法底巾よりも巾広 く士慌をし、犬走りと同じよ うな機能を させている。次に法政巾の両側

に寄付の煽り方を掘り込み、れを立てて、その後に本体を 1cm~7cmの厚さで、Jf;制色、黄制色村i

l-.、黒制色砂を用L、てきめ細かい版築を施 している。寄付はきわめて良好な状態で築地内外に対に

な っ て検出 され、ほぼ 3 m程の間隔である。掘り方の大きさは約50cm紅で、れは20cm~25cmの太さ

で、確.-1:包両よりの深さは平均して約30cmを損IJる。また寄付の他に間隔が不規則な掘り方が検出され

てし、るが、これらは築地構築l時の補助的掘 り方と考えられる。築地中程、|判から約25mの却分から

明確に的手の相違が認められ、この部分から北側は黄色*I'j士、争M色*I'j土、制色砂により版築が施さ

れている。

に本築地の基底部より約 1.3m程上部で、崩壊イこが箆ったI耐と、築地獄土端部に寄れを掘り

込んでいる。寄付の位置は若干内側に入り、掘り方は径約50cmを測る。南側では、黄色粘土に黒色粘
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質土をブロック状に混せ'て版築した杭土が確認された。以上のことよりこれは、 一時期新しい築地と

考えられる。

また築地は南側で部分的に補修がなされてし、る。築地の西側下分が壊れた後、焼土、炭化物混り

のボソボソした制色七、比較的しま った黄制色上等により荒レ版-築を施してし、る。)版築の状態は非

常に忠く、強く 1111きしめた感じはない。

築地内側崩壊土中には、築地線に沿って、多量の崩壊瓦が検出された。

築地崩壊土瓦層出土遺物 (第21図 図版22、23)

土師器 9は土自!日以鎚である。外国にやや磨滅がみられるが、タテ方It.jのカキ日を施し、内而に

は斜、横万向のカキ日が施されている。底部は木葉底である。

須恵器 杯 1- 6は須恵山杯である。 1、 3、 4はIpJ転へラ切リで切り離した後の再調牧はな

し、。 4は底部全I而にナテ'がみられる。 r巳」と判t読できる皐，与がある。 2は底部よりゆるやかに

ちあがり、体部下方よりやや角度をも ってU縁部に宅る。回転へラ切り後に体部下端から底部全面

に1"1転へラ ケズリを随してし 、る。n縁部に黒色付着物がある。 5は底部を抑止糸切りで切り離し

体部下端に手持ちへラケズリを施してし、る。

台付杯 7、 8は須恵山台付杯である。いずれもいl転へラ切りであり、高台を貼り付けた後に周縁

にナデを施している。焼成良好で 7は赤褐色を呈し、 8は胎七に小イi粒を多量に含み灰青色を呈 し
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8点出七し

しく 、かなりふ

くれている。 10-16は破損JIll1であり、「身」

が 片:

18-23 : 18、19とも銃化

の部分は f~，ð 'f.でやや巾が広くなっている。

「本」の部分は|析l而が四角形を呈する。

17は「身」の部分しか現仔していない。

段先端に

かなり f~，J 'fーで紺|長レものである。

L、。欠損JIlllで・ある。

10-17 

た。 14を除いては銃が

鉄鎌

不明鉄製品

ている。

鉄製品

段をもち、管状にな っている。 21-23は

同崎のものと 11、われる。21は完形111111で
Aトレンチ断面図

いの欽似を円錐状に折り曲

角形を出す

「矛」状の

れる。いずれも銃化が

23も

し

る鉄鉱状のものを入れている。 22

こ|新聞が

同様であるが欠鍋111111で・ある。

この E

ものと考え

2 mmく

げてし、る。

惇

L、。

C卜レンチ断面図

巾約

2 cmを間IJる完形JIlllである。上部は丸味を

9.2 cm 砥石 24石製品

主びている。上而には小穴を穿っており

M
ー

ー

η
乙

その前後に表裏l而ともに小鰐を切り込ん

4r制使用のもので非常にスベスで唱し、る。

築地断面図第41図第20図れベしている。特に 1而は使用痕と思

る刻京J誌が明療である。 携，持;;用のも のである。 1i質は緑色凝灰半;ーである。

良である。焼成は約 7cmを捌IJる。黒色を星し:厚ま導 25 土製品

心部に約 2.2cmの穴があし、ている。先端部にはカ・・ ラス状の溶解物:径約 6.2cmで-フイゴ羽口 26

がイナ"Tしてし、る。

百 F版23)築地崩壊土瓦層下層出土遺物 (第22日

2.9cmを測る。外面体部下端から底部1は口径12.8cm、器2は内黒杯である。杯 1、土師器

底部には不定方向にミカ・キが

径15.5cm、保高 4.5cm 2 ~ま

向の ミカ'キが

~iSに巻きあげ痕跡と思われるものがみられる。
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持ちへラ ケズリを施す。内面は体 部に横

れている。外而

にかけて
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を測る。外商口縁川下から底部に、不定方向の手持ちのへラケズリが施されている。内面は体部に横

方向、底部は不定方向のミカ♂キが施されている。 4は図上復元で口径llcm、日;÷高 5.2cmで・ある。底

部より若干外反ぎみに立ちあがり、体部中程よりやや内反して口縁部に至る。外商は斜方向にカキ

円が施され、内面底部周縁にはへラ状工具に より締L、カキ同がみられる。

聾 5は饗である。口径llcm、加1高10.7cmを測る。 rく」の字に外反する口縁をもち、口唇部は指

による横ナデがみられる。 内面は口縁部から体部に至る横方向のカキ目、外面は頚部より下方にタ

テ方向のカキ目が施されている。部分的に輸積みの痕跡がみられる。

須恵器 杯 3は円径13cm、山高 3.7cmを測る杯である。灰青色を呈し、胎土には小石粒を多量

に含み、焼成良好である。体部から底却には全面に手持ちのへラケズリが施されている。 体部は横

方向である。また円縁部と体部を画す部分には一段の綾が回っている。

壷 6は図上復元で口径11.3cmを測る査である。外|商は黒掲色、内面は灰青色を呈 し、焼成は良好

である。口縁部は「く」の字状に外反する。輪積み痕跡がみられ、またロクロ目が顕著である。

聾 7は図上復元で口径18.2cmを視IJる鐙である。灰黒色を呈 し、焼成良好である。口唇部と肩部の

庁ISに自然、紬がかかっている。口縁部は「く」の字に外反し、 部には2条の凹線が回っている。

ロクロ痕が明瞭である。

鉄製品 鉄鎖 8~13 6点出土した。いずれも銃化が著しし、。 8~ 10、 13は完形品に近く、「身」

の部分は偏平でやや広くなっている。 r茎」の部分は断面が四角形を呈する。

石製品 砥石 14~18 5点出土した、 14は欠損品で擦痕のある一面のみを使用している。 15は

部に小穴を穿って撹帯用にしている。使用面は表裏の両面である。 16は精円形を呈 し、比較的偏

平になっている表裏の両面を使用している。 17は短冊形を呈し、上部に小穴を穿って携帯用にして

いる。表裏の両面を使用しており、スベスベしている。 18は上部に穿った小穴が裏面で‘はなく側面

に貫通させている。 4面使用している。石質はすべて緑色凝灰岩である。

582918掘立柱建物跡(第23図 図版16)

調査地の南側で検出した掘立性建物跡で・ある。築地崩壊土を切った東西 l間 (5m) X南北 2間 (

2.5m+2.3m ) である。掘り方は東側の 3 個は非常に良好で径約1. 3~ 1. 5m、深さは確認面より約

1.2mを測る。柱の「あたり」は太さ約40cmで・ある。埋土は補色土にローム粒子の混入した土、そ

の下は灰白色粘土であり、っきかためた状態で・ある。 rあたり」の部分は陪褐色で非常にポソボソ

した土で・ある。西側の 3個の掘り方は上部半分がかなり削平されており掘り方の下部を検出したに

すぎない。掘り方は一部に重復が確認され、同一場所での建替えが行なわれたものと考えられる。

建物跡と同様の遺構は秋田城では第10、14、16次調査で検出しており、同様に築地崩壊土を切り

溝状追備を棟通りにまたし、でいる。本建物跡も同様であり 、向性格を有すると思われる。ただ建物

の間尺は他のものより 大きいようである。
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第23図 S 8291 A・B建物跡

582918出土遺物 (第24図図版22)

須恵器 杯:灰白色を呈 し、回転へラ切りで切り 離 したもの

で、再調整はない。底部より丸味をもって立ちあがり、やや聞

き気味に口縁部に至る。底部に「上」と判読可能の墨書がみられ

(ι) 2(1ー 135

る。

50292溝状遺構 (第18 市版11、13、18) 

3(1-136) 
1.3SD294 
2・SB291A
第24図

築地本体を切って、築地上を走る、断面がrUJ字形を呈する構である。長さ42m、巾約70cm、

さは確認面より 、深い所の北側で 1m、浅い南側で・は約40cmを測る。埋土は大きく 3層に分れ、褐

色土のポソボソした土、黄色、赤褐色、黄褐色粘土の混じった土、それに褐色粘質土のやわらかい

で、粘土プロックが混入した土の順序で・堆積している。埋土内には平均して径約30cm位のSA296柱

列が検出されている。本構状遺構はS0293に切られている。埋土内より格子目瓦が出土した。
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50293溝状遺構 (第18 「坂13、18)

SD 292を切って掘られてし、る。上部は削平されており、またSD292と同様に走っているために

プランを明確に把僅することは困難であった。かろ うじて北端のグリ ッド断面で巾と深さを確認し

た。 巾約50cm、深さ約60cmを測 り、断面形はrUJ字形を呈する。北側ではSD292よりわずかに東側

を走る。埋土には部分的に、炭化材が直立、あるいは倒れた状態で-確認されているが遺存状態が不

良のため詳細は不明である。

50294溝状遺構 (第18図 図版16)

調査地東側で検出した。築地崩壊土を切っており 、検出した範囲では、長さ18m、巾約1.8m、

深さ約70cmを測り、断面は ダラダラ としたrUJの字形を呈 し、南北に延びる。埋土内より赤褐色

掠、須恵探が出土している。

50294出土遺物 (第24図図版22)

赤褐色土器 1 杯:回転糸切りで、再調整を施さない底部の小さい土保である。黄燈色を呈 し、

焼成は良好である。 内面口縁部の一部に巻きあげ痕跡と思われる沈線がみられる。

須恵器 3 蓋:[玄!上復元で・径約18cm、探高 3.1cmを測る。切り離しは不明である。宝珠状のツマ

ミを有し、肩部から口縁部にかけて丸味をもち、口縁は若干内傾する。天井部には回転へラケス.リ

調整を施してし、る。部分的に自然、糊がかかっており、また内面は非常にスベスベ しており、硯に転

していると思われる。

5X295暗渠排水構 (第25図 図版17)

調査地谷部の最も低い部分で検出した。規模は確認した範囲で・長さ約 5.4m、巾は最も狭い所で

50cm、排水口の広い所で約 2mを測る。木ワクをはめ込んでいる部分の長さは約 2.7mである。構

築方法は最初約50cm程の土磁をして築地基底部となる部分をっくり 、その面より巾40cm、深さ40cm

の構を掘り、 内側に木ワクをはめ込み、その後に築地上部の盛り土を行なうとし、う順序である。

木ワクの厚さは平均して約 2cm前後である。埋土は内側の巾の狭い部分では灰白色、黄褐色の粘

と砂混じり、外側の排水口の部分は灰色粘質土、灰色砂層である。この堆積のしかたは傾斜に沿って

比較的きれいに堆積していることからみて、外側では、流れ出た水と一緒に流されて堆積したと考え

られる。 また外側の巾の狭い部分の天井には瓦を使用したらしく 一枚瓦が3枚ほと'崩れた状態で-出

土した。

-27ー



3)その他の

出土遺物

(第26図図版22)

須恵器杯:ト

レンチより出土し

た。図上復元で口

径14.3cm、器

3.4 cmを測る。灰

色を呈 し焼成は

M
l
l
 

円〆“

S X295 

良好である。回転へラ切り後に底部回転へラケズリ調整を施している。底部内面はスベスベしてお

り、硯に転用していると思われる。

瓦 (第27図図版23)

1の軒丸瓦は発掘区北端部の第 2層黒色砂から出

があるものと思われる。全面に自然、粕がかかっている。これはこれまでの調査で検出した軒丸瓦

と同活である。 2-6は格子目瓦である。 2、4、 6はSD292埋土、 3は表

より出土した。

5はH層黄褐色土

弥生式土器 (第28図図版23-25)

1は図上復元で口径19.5cm、器高9.7cmを測る浅鉢形土器である。口縁部表、裏面と胴下半部に

条の沈線がまわる。沈線間には沈線による変形工字文が三段まわり、中には211Jに刺突を施して

いる。地文は単節斜縄文である。 4単位と思われる。 2は台付土器の台部である。 三条の平行沈線

文を捕いている。

記の土器は、第29、30図

1類土器 (1 ) 

口縁部が無文帯で地文が縄文である。 lは整形土器の破片で、横方向にへラ状工具によるナデが

みられる。

2類土器 (2 -16) 

縁部直下に一条から数条の沈線がまわるもので、口縁部に縄文を施すものと施さないものがあ

。。つ臼
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5~ に櫛 目を施してし、る。

第27図

4~9 は頚部のる。

1ま庄痕によるものである。 14は縁部の縄7の

慌の破片で、沈線聞は磨きを施している。

ってレる。 また補修孔が

器面には赤色顔料がご られている。

条の沈線がま

みられ

彊T多

3 類土器 (17~24)

2(1-174) 口縁部に縄文を施したもので、頚部に部、

4
 
・RC1
4
1
 

向
H
V
ー

第28図黒砂層出土土器

条~数条の沈線をめぐらしている。 19は口縁部は無文帯で

沈線のまわるものとそうでないものがある。17、

痕に縁部に縄文を20は櫛同を施した後に18 

21 ~ 24は頚部により施している。 19

痕によって施している。縁部に縄文を郡久 23 ~まある。 21、22は

4 類土器 (25~36)

を施し頭部に沈線がまわるものである 。 25~36は頚部から胴部にかけての破片である。 29は樹

ている。 30、34は復節斜縄文、 36は撚糸文である。

痕によ って縄文38は口縁部にに刺突文がまわるものである。 37

Q
J
 
つ臼

5 類土器 (37~55)

頭部に数条の沈線、そのl



を施している。 37は櫛目を施した後にへラ状工具で整形している。この類は刺突の大きいもの (37

-48)と小 さいもの (49-55)とに分けられる。

6類土器 (56、57)

縁部に山形突起をもち、口縁直下に三条の沈線がまわっている。 56、57とも山形突起の口唇部

に刻みを入れている。内面は56は三条、 57は四条の沈線がまわっている。 57は補修孔がみられ、ま

た赤色顔料が塗られている。

7類土器 (58-66、85)

沈線による山形文を主体とするもので、平行沈線、変形工字文と組みあわさるものがある。58-

61は浅鉢の破片である。 65は二条の山形に走る沈線と縦に入れた刻みで工字文を揃き、下部は三条

の平行沈線文がまわっている。 66は三条の沈線を単位として、平行沈線文、山形文を交互に摘きめ

ぐら してし、る。亦色顔料が塗られている。

8類土器 (67-73)

変形工字文をもつもので区画内に刺突の入るものと入らないものがある。 67は口縁直下に一条の

沈線がまわり、下部に沈線による変形工字文を揃き、中に二段に刺突を入れている。 69、71-73は

条の沈線を単位として、縦に刻みを入れ文様を構成する。

9類土器 (74)

平行沈線文を主体とする。 74は口縁部に縄文を圧痕で施し、下部は平行沈線文がまわっている。

10類土器 (75-78)

磨消縄文を主体として文様を構成している。 75は三角状に沈線で区画した中に縄文を残し、外は

磨り消している。 78は沈線によ って円文を摘し、ている。沈線聞を磨り消している。

11類土器 (79)

連孤文を主体とする。 79は牽形土保の破片である。沈線によ って文様を構成し、頚部に三条、胴

上部に一条の平行沈線をめぐらし、中に連孤文を摘し、てし、る。 一条の沈線と連孤文の間は磨り消して

いる。赤色顔料が塗られ、また炭化したスス状のものが多量に付着 している。

12類土器 (80-84)

沈線の組み合せて・文様を描いている。 81、83は平行沈線の下に三角文と思われるものを摘し、てし、

る。 82は口縁部に三条の平行沈線、下部に一条の平行沈線をめぐらし、その聞に二条の沈線で「ハ」

の字文を摘し、ている。

以上第19次発掘調査で出土した弥生式土器について簡単に述べてみた。これらの土器はいずれも

…砂層が比較的厚く堆積している調査地北側斜面部の黒砂層上面、 SD292が掘り込んでいる黒砂中

より出土したものである。

これら出土した土器は、青森県の二枚橋、田舎館の土器に類似しているものがみられるが、その

ほとんどは、秩田県南秋田郡若美町の志藤沢 (しどのさまっ)出土の土器に比定できるものである。
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1第1類土器 17~24 第 3 類土器 37~55 第 5 類土器

第29図 黒砂層出土土器 2~ 16 第 2 類土掠 25~36 第 4 類土器
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75-78第10類土踏;.r.~ 

掠

総 67-73第8類

58-66・85第7

80-84第12類土器

56・57第6類

79第11煩土器

74第9類土器

黒砂層出土土器第30図

加については今1"1の調査でを ~I'自き、中に刺突の入るで、沈線によって変形ア'士・慌の第 8頬

特徴的なものである。また第10頬78の土日誌は東北南部の士山と思われ、第12類似の士山は青森県の

田舎昨(の K日誌に類似してし、る。

仇i ぺ~. n寺の士山に比定でき，じ、蝶沢出日付主、ほとんどが駄目県
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タj ; 'l_式 土 ?~については、秋川県教育庁文化 /ーへ A 

謀、富開泰|時氏に御教示を得た。 I ¥ I 11 1/ ¥ 

( Oß) 一二二~~-(\O)
¥ モ ミ痕 ノ I 11 ¥. "-ー/

紡錘車 (第31図 図版23) ~ _/  _ '--...._ JJ "-- __/ 

)?I  (1-17r-川
元形品一点の出七である。 上而径約 2.8cm I 

下面径4.2cm、高さ 1.8cmを測る。円台形を 第31図 黒砂層出土紡錘車

口する。 中心部に径 8mm程の小穴を穿っている。部分的ではあるがきれいに ミカ'キが施されている。

下面にはモミ 痕がみられる。

N 第20次A地区発掘調査

1 ) 調査経過

第20次A地1.)(:調杏.は住宅建築に作なう事前緊急調査として第19次調査に並行 し、 9月24日から10

月6日ま での朋|問で実施した。発掘回航'は76m2 (約23坪)である。

調合:地は.!f'1付字焼山265番地、 焼山南斜面を下った平坦地て・ある (第17図 図版19)。

第14次調ft、焼111南西部に於いて、外郭築地跡、を検出 しており 、それに付随する遺構、 造物の存

存ーが考えられたため、その確認が主な調査円的であった。

調ftJ也中央却は前述斜而jの裾iimから湧き出る地下水と周辺の住宅から排出 される下水とで湿地化

してし、るために第32図のように任立の方向に 3本の トレ ンチを設定 し調査を行な った。

A、Bトレンチは現地友から約 1m ~ 1. 5m で‘某韓で・あ る飛砂層となるが、 長い期間 、 ゴミ 捨て場

として使用しており 、 飛砂層のほぼ I~l:上まで現代の排棄物層であ っ た (第33図 ) 。

Cトレンチは斜雨iに沿って 2X7mで設'心して掘 り下げたが、表土層I&J:下は黄色砂の基盤層であ

た。 |司トレンチは初水が激し く、 トレン チ壁の崩壊が度重な り、土層断而図の作成が不能であっ

た。

すべてのトレン チにおし、て遺構の確認はなかった。

2) 出土遺物

造物はきわめて少なく 、飛砂府の 11'(上か ら近世 と 考えられる染付磁?:~ 2 )¥ーと、 「寛永通宝J2枚、

、A卜J¥":'ヵ、ら.bLJ¥ーが 4ぷ仕¥1:した。
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第32図第20次A調査地

A' 

ー31，012m

飛砂

8' 

第33図 トレンチ土層断面図

V 第20次B地区発掘調査

1) 調査経過

第20次B地区調査は現状変更許可申請に伴な う事前緊急調査として、11月8日から12月4日まで

-34-



の期間で実施され、発掘面積は162m2 (約49坪)である。

調査地は寺内字鵜ノ木 140番地、古四王神社北側、沢筋のl頁部にあたり、宅地造成の際、傾斜面に

盛り土を行ない整地している (第34図、図版19)。

昭和38年度にも現状変更に伴なう調査が一部なされているが、明確な遺構の検出はなかったよう

である。周辺の畑からは少片であるが造物の散布がみとめられていた。

調査は先ず、第35図のように、調査地の地形に沿い、任意の方向に 4本のトレンチを設定して行

なった。

第 1 トレ ンチ、第3 トレンチで・は地表下20cm~30cmで‘地山の飛砂層となるが、同層まで現代の掘り

込みが多数みとめられ、遺構の検出なかった (11月 8日)。

第 2トレンチ西側、第4トレンチ北側も前述したトレンチと同様の状態であるが、第 2トレンチ

東、第 4 卜レンチ南で・は50cm~1.5mの厚い盛り土の下層で‘造物包含層がみとめられれ、調査地の基

盤の飛砂層が東南方向に傾斜していることが判明した (11月9日)。

したがって、調査地東南部では、整地の際、削平をまぬがれた遺構の検出が考えられ、又、遺物の

出土量も多くなったため、第2トレンチ壁線を基準に3mX3mを基本とするグリッドを設定 し、調

査を行なうこととした(11月10日)。 グリッドには任意に、東から西にア ラビア数字、南から北へ

に
d円。
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第35図第20次B調査発見遺構図

アルファベッ ト記号を)1闘に与え、東南隅をそのグリッドの名称とした。

まず、 A.S-4、 5グリッドから調査を始めた。 同 グリッ トーは80cm~1.5m程の盛り土、下層が

ハ凸色砂層となり、更に下層は粘土粒、炭化物の混じる褐色砂層となる。

ハ、、色砂層を取り除レた段階で、東西に走るS0302溝状遺構の一部を検出した (11月13日)。

引き続き C-4・5・6、A・B・C-6の各グリッドに発掘区を鉱張し、やはり黒色砂層を取り除

いた段階で、長大な聞道をもっカマドの付設されたSI298住居跡を検出した (11月18日)。

1 298住居跡の床面、カマドの精査の段階で、更に下層に遺構の存在が確認され、 S1298カマド

を取り除き、S1300住居跡SX301焼土遺構、S1298床面にてS1299住居跡を検出した (11月29日)。

住居跡の調査と並行し、調査の終了したトレンチの埋めもどし、全体

グリッドの煽り下げを行な っ た ( 11 月 20~30 日 ) 。

A-2・3グリッドは 2m強の厚い盛り土層を取り除くと遺物包含層の黒色砂層となり 、更に

を作成、 A-2・3

は漆黒の腐植土層となる。この腐植土層を掘り下げた地表下 3m付近では、湧水が激しく 、 グリ

危険な状態となったために、グリッド北側は飛砂層まで、南側は腐植

田を掘り下げた灰青色士までで調査を中止した。遺構はこの段階では確認されなかった (11月30日)。

最終的な平面実側、写真船影を行ない (12月2日)、No.3基準点から調査基本杭の標高、護国神

円。
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一36図土層断面図
社グ ランド調ft原点からの附僚を測定し、すべて調査を終 fした (12月4月)。

なお、本調先)~木杭の標 lfij は29 . 53m、護国 神社 グランド調査原点から、東へ230 . 477m、南へ31 5 . 859

mの地点である。

2) 発見遺構と出土遺物

SI 298住 居 跡 (第37凶図版20)

|判北5.5m、州官IIJは発掘Ix:外にあり 、全体のフランは不明であるが、束尚に長い万形の竪穴住居跡

である。壁は北墜が比較的良好にM仔しており、深さ50cmを測る。l十J培、東壁はj立仔状態が恵 く10

cm~20cmの深さを残してレる。壁内下には周溝が1" 1 り 、 rh20cm ~ 46cm 、 lポi1'1Îか らの深さ 20cm ~27cm

肉料|勾には ピッ トが検出しており、村:穴と考えられる。

休l市は炭化物、 ft'i土粒の混入する砂層であり、軟弱である。

カマドは東峰、北寄りの位置にあり、使口巾65cm、先端で北に屈曲する巾20cm ~30cm 、 長さ 1. 6

mの長大な州辺が付 設されている。瓦と黄白色*，'j七で榊築され、焚liVこ凸面を向けて丸瓦を立て、

liI拘1，却を補強している。燃焼邪でも直立した丸瓦が検出しており、カマドの支!問!として使用されて

いる。又、 燃焼却痢袖却の粘土内で、土師~裂が検出してし、るが、カマド壁と考えられる焼土がこ

の 1'.師保獲を留っており 、当初から均めこまれたものである。焚口及び、燃焼部には厚さ10cm程の

焼 1-.が堆杭し、('riS分的にその上に天井と考えられる固い焼土塊、黄白色粘土がみとめられた。矧道

も民向色粘土で構築され、休耐及び、側面は熱をうけ赤黒く変色している (第38図 図版21)。

SI 298埋土出土(第39図図版26)

1 は 1 " 1転糸切り再調整のな L 、小型の亦褐色土 2:~ 、 2 も向転糸切り再調整のなし、亦褐色土認である。

3は1111転糸切りで貼り付け高台のつく亦帰色土日誌で、内面に煤状の付着物がみとめられる。 4は須

恵山杯であるが、)底部が欠崩しており 、切り離しは不明である。外面は黒色を量 し、胎土は軟弱で
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側端を折 り曲4.4 cmを浪IJる鉄斧である。柄の挿入部は部にあり、10cm、最大巾はある。5は

刃部付近での断片である。6は鉄製万している。部が銃柄の袋状にしたもので~f 

山l区の形態である。 他に、椀形の緑粕陶器片し、形をは楕腰元0.3cmを測る。厚巾1.6cm

~"j:_ が出土している。 丸みをもつはりつけ高台で、内外面に均質の淡緑色の紬が施 されている。 胎

く徽密である。やや樹色味を帯ひ.た灰色で、

司'版26)SI 298住居跡内出土遺物 (第40

した造物で-ある。内にて出ト- ~~カl及び床

ともに磨体 部内外底部全体にナデを行な っている。EJ転へラ切り後師探杯である。1 ~ま

の

3は回転糸切り 、再調整のな

滅していて判然、としないが、かすかにへラミガキがみとめられる。内面黒色処理はないが、胎

2、加熱をうけ、黒色処理が消失したものと考えられる。
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ヵ:λAと

められ、凸面の叩 き板痕跡は抹り消されている。

SI 299 1，主

板の合わせ
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2(1-178) 

(1-182) 

物の広がりで把握される程度であるが、特

に壁線に沿って厚く炭化物がみとめられる。

カマドはSI298カマド焼土下層で更に焼

の検出した北東コーナ一周辺に付設された

ものと考えられる。
3(1-177) 

第40図 S 1298出土遺物
o 5 10CM 
ト十寸 Ir十一 → 

出土遺物はなかった。

SI300住居跡 (第37図図版20)

北東コーナ一部を中心に北壁と東壁を検出した。 SI

298、299に西側大半を切られているが方形を呈するもの

と考えられる。床面は地山飛砂層で、軟弱である。北東

コーナ一部のピットは深さ50cmを測り、柱穴と考えられ

る。

ー面からの出土遺物はなかったが、埋土からは瓦片と

縁が「く」字状に外反し、内外面カキ同のある土師器褒

破片が出土してくる。

SX301焼土 遺構 (第37図図版20)

SI300埋 にて確認されたカマド状の焼土遺構で

ある。 SI298カマド下層に位置し、北側にはカマド袖部

のような焼けた粘土塊が検出している。焼土、炭化物が

側に伸びているが、 SI298、SI299によ って切られて

おり、前述のいずれの住居跡にも付随しない遺構であ

る。

SX301出土遺 物 (第41図図版26)

1・2は底部全面が回転へラケズリで調整され、ロク

ロ切り離しが不明な須恵器杯である。 2は二次的に熱を

うけ全体に赤褐色を呈し、軟弱である。 3は木葉痕のあ

る土師器褒底部で体部外面はタテ、内面はヨコ、斜方向

のカキ目がみとめられる。 4は口縁部が「く」字状に外反

する土師器長胴裂で、体部外面はタテ、内面はヨコ、斜

方向のカキ目がみとめられる。口縁部は内外面ともにヨ
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コナデが行なわれ、全体に巻き上げ (輪積み)の際の粘土ひもの凹凸が

しい。体部外面全体に煤状の付着物、底部外面には重なりあった二つ

の籾痕がみとめられる。

o 5 

: t 

4(1-194) 

5(1-195) 

10CM 

雫卓三

??  

第42図 S 0302出土遺物

2(1-186) 

第43図表土出土遺物!r---r--t-t-l 第44図黒色砂出土遺物

50302溝状遺構 (第37図 図版20)

S1298埋 において確認された。 巾80cm、確認面からの深さ60cmを測る。 B-4、5グリッド

付近ではほぼ東西方向に走り 、B-6グリッドでは北に屈折し、漸次浅くなる。 S1298、S1299、

S1300を切っており、最も新しい遺構である。

50302出土遺物 (第42図図版26)

埋土から若干の瓦片と回転糸切り 、再調整のなし、赤褐色土器が出土した。

3) 各層出土遺物

表土層出土遺物 (第43図 図版26)
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盛り土及び、旧耕作土出土の造物である。コンクリー卜塊や近世の染付片などと共に出土したもの

のであるが、付近を削平した際に混入したものと考えられる。

1、 2は回転糸切り、再調整のない燈明皿状の赤褐色土器である。 3は網代痕のみとめられる

師器整底部、 4は内外商ロクロ調整のみとめられる土師器懇で口縁部はー担外反し、口唇付近でわ

ずかに垂直に立ち上る。口縁部は内外面ともにヨコナデが行なわれている。 5は口頚部に二段の明

瞭な段のまわる土師待望Eである。頚部には段の下に一条の沈線がめぐり、体部は外面タテ、内面ヨ

コー斜方向のカキ目が施され、口縁部は内外面ともにヨコナデが行なわれている。体部外面には巻

き上げ (輪積み)の際の粘土ひもの凹凸がみとめられ、煤状の炭化物が付着している。

黒色砂出土遺物 (第44図 図版26)

SI298埋土上層に位置し、発掘区東南全体で確認された遺物包含層である。

1は回転糸切り再調整のない燈明皿状の小型の赤褐色土器である。口縁部の一端が外側に屈曲し

見、片口土禄の形態を呈する。 3は土師器小型鉢である。内外面にロクロ痕が顕著にみとめられ

る。 4、 5、 6は灰粕陶器片で、胎土は固く灰褐色を呈する。 4は内外面に粕がみとめられ、大売Ij

の皿か杯の口縁部である。 5は底部内外面を除き触がみとめられ、内面には重ね焼きの痕跡がある。

ム付杯の底部である。 6は内外面に粕がみとめられ、鉢の口縁部と考えられる。 7は凸面に縄の

叩き自のある平瓦で、凹面に糸切り痕と粘土塊をつくる際の粘土板の痕跡がみとめられる。又、凹

凸が一定の巾で・みとめられ、桶か、台の痕跡と考えられる。黒色化はされておらず、固い焼成である。

他に、回転糸切りで内面黒色処理のある土師器台付杯、須恵器蓋小片、回転へラ切りで再調整のなし、

須恵器杯が出土している。 (日野 久)

羽考察

1) 
第18次調査検出の建物跡について

第18次調査において11棟の掘立柱建物跡が検出された。

調査地南半の一段高位の部分は、昭和34年~37年に実施された国営調査で‘すで、に調査されている。

その結果、建物跡の規模、配置、遺物 (r寺Jの墨書土器)等から文献にみえる四天王寺跡に推定さ

れた。なお類似の伽藍配置をもっ建物跡が東西に検出され、東側 (第18次調査地南半)を第一次、

側を第二次四天王寺跡とされている。今回調査した地区は、前述の第一次四天王寺跡の講堂跡と

考えられた位置にあたる。

しかし、第18次調査の結果では、講堂跡、と考えられる掘り方配置は認められず、時期の異なる数

棟の建物跡が重複しているものであることが判明した。
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調査で検出された建物跡は、層位、規模などから二時期に大別できる。

すなわち、黒色整地層面で検出された、掘り方の比較的小型で円形に近い床張りの建物跡 (SB 

266、 268) 、小件穴群 ( SA286、 288) と、掘り方が大型の方形に近い建物群 ( SB257~263、 267)

である。南半部地山ロ ーム面で検出されたSB264建物跡は、掘り方、規模から考えて前者に入れる

べきであろう。

また後者の建物群は、掘り方の切り合L、がみられ、さらに時期差が認められる。大部分の掘り方

は、上述の国営調査で発掘されており切り合いによる新旧関係は不明である。そこでまず、今回の

調査で・新たに検出された掘り方からその前後関係をみてゆきたい。

SB257、258建物跡は、方向、 間数は多少異なるが、ほぼ同位置、規模である。両者の新旧関係は

掘り方断面の観察によ って容易に識別できる。すなわち、第4図G-G'断面においてSB258建物掘

り方が、SB257建物跡の掘り方を切っている。また、 SB258建物掘り方が比較的小型で深さが浅い

…でもうなづける。

この他の建物跡については、掘り方切り 合いからの考察は不可能である。

それでは次に方向、配置からみた各建物の組み合わせを考えてみたい。

まず、梁間方向がほぼ真北を指すSB257建物跡との関係で・みると、同方向を指す建物はSB259、

261建物跡がある。両建物跡は、掘り方の規模、形状は若干異なるが、方向 ・配置の点では同時期の

可能性が考えられる。桁行方向が西で南に振れるSB258建物跡との関係で・みると、同方向を指す建

物はSB260、262、263、267建物跡がある。しかし、 SB260建物跡は、 SB258建物掘り方が切り 合っ

ており同時期とは考えられなし、。また、SB262、263建物跡も掘り方の切り合いが認められるから

少 くとも 1棟は異なる時期の築造であろう。

建物規模の類似性はみられるであろう か。

部分は既発掘のため柱痕跡は存在せず、各柱間における数値の比較はでき得なし、。ただ全体の

規模の比較はある程度可能であろう。

SB258建物跡とSB263建物跡は、桁行数値C10.8m)でほぼ一致するが、梁間の数値および桁行

間数は異なる。またSB258建物跡は南面の片廟を有する点では他の建物と の性格の相違を考えねば

ならないであろう。

以上のことから南半部における建物跡は、 4時期に分けることが可能である。すなわち、梁聞が

ほぼ真北方向を指す一群 (SB257、259、266)と、桁行方向が西で南に振れる一群 (SB258、260、

2a、 263)、この一群は掘り方の切り合レからさらに二期に分類できる。

そして、北半の整地面で検出 された一群と同類と考えられるSB264建物跡の時期である。

これらの各期の前後関係は、掘り方内等からの出土遺物がなく明確には言い得ない。従って推論

にとどめる。

まず、古代において建物築造に際してはある方向性を有するとし寸 前提に立脚すれば、 SB258建
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物掘り方によ って切られているSB257建物跡、すなわち梁間方向がほぼ真北を指す一群が最も古レ

時期と考えられる。次に桁行方向が西で南に振れる建物群、 しかしこの場合さらに二時期に分けら

れるが、その新旧については不明である。そして最も新 しい時期と考えられるのは、 SB264建物跡

を含めた整地面検出の建物群である。最も新しい時期の建物、小柱群については、整地層および整

地層に覆れた住居跡内から回転糸切りで二次調整を施さない赤褐色土器(第 9、16図)が出土して

おり、同時かあるいはそれより降る時期が考えられる。つまり平安時代後半の築造と考えることが

できる。

これら各期の建物跡は、築造に際してある程度位置の選定意図が うかがわれる。すなわち、掘り

方の比較的大型の建物は、南半部の一段高い部分を中心に、北限はなだらかに降る傾斜地の一部ま

でにとどまるが、最も新しい時期の建物群 (小性穴群を含む)は高所から、低い傾斜地をも整地し

て使用している。

調査範闘が狭く、遺跡の広がり、性絡、あるいは郭の存在の有無ーなどすべてを把握するまでには

らなかったが、今後の調査地拡大にともな って徐々に明確にされるであろう。

(小松正夫)

2) 第19次調査検出の外郭線遺構とその変遷について

昭和48、49、50年度までの調査で秋田城の外郭は、東西約550m、南北約550mの不整多角形を

し、築地で構成され、また築地崩壊後は崩壊土の高まりを利用して、構状遺構と、 1間X2聞の掘

れ建物跡で構成されていることが判明している (注 1)。

年度第19次発掘調査地、すなわち秋田城外郭北西部については、東に屈曲するコーナ一部と推

れていただけで不明な点が多かった。 調査地は西に開く谷が深く入り込んでおり 、谷をとりま

き標高約40m程の丘陵がとりまいている。調査の結果、明確なコーナ一部は確認できなかったが、

築地、掘立件建物跡、滞状遺構、暗渠排水溝を検出した。築地は北端部で、わす'かながら東に曲る

以上のように第19次発掘調査では、これまでの調査で確認できた外郭線を構成する遺構と大局的

には同様のものが検出された。しかし、築地、掘立柱建物跡、構状遺構については新たに、新旧

期が認められること、特に築地については、これまで確認した築地と築成方法に若干の相違がみ

れる。また外郭線の調査で初めて暗渠排水溝が検出されたことなど、第19次調査では、これまで

の調査で確認できた外郭線の変遷にさらに新しい問題が提起された。

島宇F度の第19次調査では北西方向に孤状に延びる築地を42mにわたって検出した。このことによ

り外郭西辺北西部も築地であることが判明した。

築地の築成方法については、これまでの調査で部分的ではあるが観察されている。すなわち第14

次、第16次調査では構築面に多量の炭化物が認められ、築地を構築する前段階に付近一帯の雑
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を焼き払う作業を行な って いること、さらに第14次調査では、築地基底部に浅い構を平行に掘り込

んで積土を積む際の目安にしていると考えられることなどである。また約 3m程の間隔で積手の相

違が認められ、 3m前後のアテ板を使用して積みあげていること、寄柱については、確認されてい

る数が少なく、また配列も不規則であり明確で・はなかった。

第19次調査で-は以上述べた事柄とは築成方法に相違がみられる。すなわち築地は、最初に旧表

と思われる黒色砂層面に基底部を厚さ約50cm程に荒く版築を施す。その際に基底巾よりも巾広 く

備をして犬走りと同僚の性絡を持たせている。その後に基底部両側に寄位を建て、厚さ 1cm~7cm

のきめ細かい版築を施している。寄村は約 3m程の間隔で築地内外に非常に良好な状態で検出され

たことなどである。

らに第19次調査では、築地が新旧二時期にわたって確認され、また部分的ではあるが補修が施

れていることが判明した。

第 I期築地は、旧表土黒色砂層面に直接構築された、基底巾約2.1m (約 7尺)、追存する高さ約

2. 1m を棋IJ る。 1cm ~7cm程のきめ細かい版築を 、 黄色、赤褐色粘土、黒掲色砂等で施し、また寄杵:も

きわめて明瞭な状態で・検出された。第H期築地は第I期が崩壊した後に、築地積土端部と崩壊土面

にわたって寄杵を掘り込んで、第I期築地より若干西側に寄せて構築してし、る。この第E期築地に

ついては、寄付と、南側で黄褐色粘土に黒色粘質土がブロック状に混入した積土の一部が確認され

に中央部で、焼土が多量に混入した積土が確認された。また同様の積土で南側西半分に一部補

修がなされているが、その時期については不明である。ただ版築の状態はきわめて軟弱でありポソ

ボソしている。

築地内側の崩壊土中には築地線に沿って多量の瓦層が検出された。この瓦層は、崩壊土中に焼

炭化物、 炭化材が確認され、ま た第H期築地積土に焼土が含まれ、第I期築地は火災によ って焼け

落ちた可能性があるが、検出した瓦層中には焼けた瓦が非常に少ないこと、さらに第H期築地寄柱

が掘り込まれている第I期築地崩壊土はかなりの傾斜で堆積してレるが、検出した瓦層はこの崩壊

に確認されていることなどから考えて第I期築地が火災で焼け落ちた後に、崩壊土、崩壊瓦を

とりのぞき、第日則築地に第I期焼瓦を一部再使用していると思われ、ここで検出した瓦層は第H

期築地の崩壊瓦であると考える。

これまで、築地崩壊の時期については、第10次、第14次調査の築地崩壊土内出土の造物から、そ

の上限は9世紀後半と考えられている。しかし築地築成の時期についてはま ったく不明であった。

|司の調査では第I期築地基底部に入り込む灰色粘質土の層より、有段と無段の丸底内黒土師器杯

が出土した。これらの土器は明らかに築 I期築地築成時の土器と考えられる。秋田城では、現在の

所、他に外郭とされる遺構はなく 、当初より 外郭は築地であったと考えられる。これらのことより、

築地築成の時期は秋田城創建の頃であろうと考えられる。

以上述べてきたように秋田城外郭築地は、今回の調査に限っては、大きく二時期にわたる変遷が
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確認された。

外郭線は、築地崩壊後に、構状遺構と 、それを棟通りにまたぐ 1間X2聞の掘立件建物で構成

れていることを先に述べた。これらの遺構は第10次、第13次、第14次調査では築地と問機に走り

第16次調査では、築地よりも内側を走る。また掘立柱建物跡が構築されている位置はL、ずれも見晴

しのきく斜面の高所である。これらの性格として、掘立柱建物跡は検跡、溝状遺構は、土塁上の、

内掘り的なものとして把握されている。

年度第19次調査で検出した掘立柱建物跡、溝状遺構は、築地積土、崩壊土を切って構築され、

築地と問機に走り、掘立性建物跡は溝状遺構を陳通りにまたぎ、調査地では最も低地であるが、日

本海を一望できる見晴しのよい谷頭に構築されている。これらのことは、これまでの調査とほぼ同

様である。しかし今回の調査では新しいことがし、くつか判明した。第一に掘立特建物跡の規模は第

10次、第14次調査の梁間 1間 (4m) +桁行 2間 (2m+2m)に対して、梁間 l間 (5m) +桁

行 2間 (2.5m+2.3m)と規模が大きく、また掘り方に重復関係がみられ、同一場所での建替えが

あることが判明した。第二に構状遺構についても新旧二時期が認められた。新しし、構は古い構を切

って作られ、規模は、 rh、深さともに小さくなっている。さらに新しい構の埋土内にはf部分的では

あるが、直立、あるいは倒れた状態で・炭化材が認められ、また古い構均土内には80cm~ 1 m程の間

隔で性列が認められた。調査地東側では、新たに崩壊土を切る溝が検出された。

以上のよ うに築地崩壊後の外郭線の構造は基本的にはこれまでの調査で判明した通り、構状遺構、

掘立柱建物跡で構成されてし、るが、新たに今調査で・は新旧二時期にわたる変遷が確認された。また

溝状遺構の性格については土塁、空掘り的な機能と考えていたが、それらに加えて柵列的な機能も

考えられる。

暗渠排水溝は西に開く谷部、すなわち最も低い部分で検出された。これまで谷部を走る築地には

排水設備の存在が推定されていた。今回の調査で築地下を東西に通る暗渠が確認され、外郭線が谷

部を走る個所における排水設備の一端が明らかにな った。

最後にこれまで述べてきたことを要約すると以下のようになる。

①外郭線の構成はこれまでの調査と同様に築地、掘立住建物跡、構状遺構であるが、築地二時期、

掘立柱建物跡、溝状遺構二時期、すなわち四時期にわたる変選が考えられること。

②築地の築成方法について、これまでの調査で検出した築地 と異な った手法を用いていること。

③谷部を走る築地には、排水設備が施されている。

註 1、 「秋田域跡発掘調査概報」秩田市教育委員会 昭和48年、49年、50年

(石郷岡誠一)
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図版2 上第18次調査全景 (北から)

下第18次調査南半全景 (西力、ら)



図版3 上 S 8257・258建物跡 (南か ら)

下 S 8264建物跡 (南から )



図版4 S 8266・267建物跡 (北から)

S 8259建物跡

(西から)

S 8260建物跡

(西力、ら)



図版5

S 8266・267

建物跡

SD272 

溝状遺構

(東力、ら )

小柱穴群全景

(北から )



図版6 上 S 1289住居跡、SK土拡群(北から )

下 S 1289住居跡、SX271溝状土拡 (北から )



S E269井戸跡

(北から )

S E269 

井戸跡

土層断面

(南から )

図版ア
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図版8



S E270井戸跡

(北力、ら)

S E 269. S E 270井戸跡

S 0274. S 0276溝状遺構

(東力、ら)

図版9
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図版10 掘り方断面



図版11

第19次調査全景

(北力、ら)

S F290築地

SD292溝状遺構

第19次調査全景

(南から )



図版12

S F290 

築地崩壊瓦

(北から )

S F290 

築地寄柱 (南から )



図版13

調査地

最北部

SD292 

溝状遺構

S F290 

築地寄柱

(南から)

S F290 

築地

南側積土状況

(東から)

S F290築地

北側積土状況

(東から )



上左

A トレンチ築地南断面

(北東から)

上右

Aトレンチ築地北断面

(南西から )

Bトレンチ築地北断面

(南西から)

図版14



S F290築地

崩壊瓦

S F290築地

崩壊瓦

S F290築地寄柱

図版15



図版16

S 8291 A. 8建物跡

SD294溝状遺構

(南から )

S 8291 A. 8建物跡

掘り方断固

(東から)



上 SX295暗渠排水溝、築地内側(東から)

下左 SX295土層断面築地内側(東から)

下右 SX295築地外側(西から)

図版17



SD292溝状遺構

断面 (北から)

SD293溝状遺構内

炭化材 (東から)

SD293溝状遺構内

炭化材 (東から)

図版18



図版19 上第20次A調査地遠景 (東力、ら)

下第20次B調査地遠景 (南から)



図版20 上 S 1298住居跡、 SD302溝状遺構(北から)

下 S 1298、S1299、S1300住居跡

SX301焼土遺構(北から)



図版21
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12、13SE2白出土

18~23 表土層出土

27 SB291 A出土

29~51 築地崩壊土瓦層出土

図版22

1 ~10S 1200出土

11 SX271出土

24、25

整地層出土

ー-a

14~16 S K281出土

17 S K283出土



第19次調査出土遺物

1 ~4 

築地崩壊土瓦層出土

5.8~22瓦層下層出土

6.7築地基底部間層出土

23 Aトレンチ出土

24~29 

第19次調査出土瓦

30~32 黒色砂出土

籾痕

図版23



図版24 黒色砂出土土器



図版25 黒色砂出土土器



第20次B調査出土遺物

邑ー覇

1 ~6 

S 1298埋土

出土

11 ~13 S X301出土

14 S 0302出土

陸平着目

15~18 表土層出土

19~24 黒色砂出土

図版26



秋田城跡発掘調査事務所要項
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第 3条

3.秋田城跡発掘調査事務所における事務分掌は、おおむね次のとおりにする。

、史跡秩田城跡の発掘に関すること。

、史跡秋田城跡の調査および研究に関すること。

E 発掘調査体制

1 )調 査主 体

秋田市教育委員会 教育長佐藤博之 社会教育課長佐藤貞雄

秋田城跡発掘調査事務所

氏 名 職 名 所 属

佐々木栄孝 主 査 秋田市教育委員会事務局

小松正 夫 主 事 11 

菅原 俊行 It 11 

石郷岡誠 一 11 11 

日 野 久 嘱 託

柏谷光 子 調査補助員

2 )調査 指導機関

宮域県多賀城跡調査研究所

氏家和典 所 長

桑原滋 郎 研究 員

進藤秩輝 技 師

平 川 南 11 

高 野芳宏 11 

鎌田俊昭 11 

古 川 雅 清 11 
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